令和７年度第1回鎌倉市消費生活委員会　会議概要
	開催日時
	令和７年８月18日(金)　13時00分～14時20分

	開催場所
	鎌倉市役所　全員協議会室

	出席者(名簿順)(敬称略)
◎委員長　〇職務代理者
	【委員】◎石戸谷、〇角田、南川、小島、田坂、柏木、奴田


	協議事項
	１．開会
２．報告
令和６年度消費生活行政に関する事業の報告
３．意見交換
４．その他

	会議概要
	１．開会
会議冒頭、事務局及び委員の挨拶があった。
２．報告
令和６年度消費生活行政に関する事業の報告
事務局から令和６年度消費生活行政に関する事業の報告があった。
ア　消費生活行政の概要
消費者啓発：出前講座は19件実施。令和７年度は現時点で５件実施。
パネル展示：市役所本庁舎や地下道ギャラリーで展示を実施。
啓発資料：自治会・町内会へ回覧板等を通じて啓発資料を配布。
消費者団体の支援：自主的活動を支援。
立ち入り検査：１店舗に対し立ち入り検査を行い、違反なしという報告。
紛争調停委員会：紛争案件がなかったため、実施せず。
くらし見守りネットワーク：民間事業者や行政機関と連携し、高齢者の見守りや声掛けを行うとともに、随時意見交換を実施。
イ　令和６年度消費生活相談状況
相談件数：1,612件、1か月平均は約130件、前年度と同程度。
相談内容：「契約・解約」、「販売方法」に関する相談が多く、それぞれ1,000件以上の相談を受けている。年齢別だと、70歳代以上の相談が非常に多く、苦情件数の約38％を占める。
販売形態：通信販売が店舗購入を上回った。特にインターネット販売に関するトラブルが増加している。
処理結果：あっせん解決：231件。あっせん不調：26件。あっせん成立率：約89.9％。
ウ　エシカル消費推進事業の概要
アドバイザー：末吉里花氏をアドバイザーに委嘱。
普及啓発：子どもの家で絵本の読み聞かせを実施。ホームページでエシカル事業者を紹介。エシカル消費啓発動画の配信。エシカルセッションという実際にエシカルな商品・サービスを提供する企業エピソードをもとに、エシカル消費を消費者の日常に浸透させるための意見交換を実施。
　　
３．意見交換
　　　　見守りネットワークについて：地域包括支援センターや民生委員が見守り対象者への訪問等を実施した。また、事務局が、市内のコンビニに対してプリペイド式電子マネーをめぐるトラブルの啓発を実施していると報告した。地域包括支援センターのケアマネジャーや警察からの相談・情報提供も増えており、被害者がセンターに同行するケースもある。委員からは、福祉部局が既に行っている見守り活動に消費生活の視点を加え、関係部局との調整を進めること、ネットワークの活動を積極的に周知することが求められた。
高齢者の消費者被害：高齢者では、スマートフォンの操作や小さな文字、説明の見落としなどを背景に、定期購入やターゲティング広告に関する相談が多い。解約手続きが難しく、相談員が支援するケースもある。高齢者を狙う点検商法では、屋根や給湯器に加え、近年は分電盤の点検・交換に関する相談が目立つ。無料点検をうたう訪問には応じず、その場で契約しないことが重要。
訪問購入では、着物などを買い取ると訪問し、予定していなかった貴金属まで買い取る事例が増加。売るつもりのない品物は渡さないよう、委員から注意喚起があった。このほか、レスキュー商法や固定電話サービスに関する相談も増えており、出前講座の活用を推進。
あっせんと紛争解決：令和6年度のあっせん率は、鎌倉市が11.5％。全自治体平均の9.9％、都道府県の消費生活センター平均の8.1％、政令市平均の7.1％を上回ると説明された。分電盤工事をめぐり、業者と連絡が取れなくなった高齢相談者への対応が話題となった。少額訴訟は、本人が裁判所に出向いて主張する必要があるため、高齢者の状況や事案に応じて適切な方法を検討すべきとの見解が示された。悪質な業者は電話連絡がつかない場合もあり、紛争調停などの手段が有効か慎重に見極める必要があるとの意見が出た。
４．その他
・特になし




